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この情報を Linked Open Data として公開すれば、全国のアプリケーション開発者から


























































図 1 郷土学習資料サンプルページ 
引用元：http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f300535/p375941.html 
 

























 タグおよびタグ関連情報を公開するにあたり、公開手法を検討する。World Wide Web




など非独占的な形式での公開」、4 つ星は「RDF や SPARQL といった W3C が策定した標






図 2 5 ★ Open Data 
引用元：http://5stardata.info/ 
 
 Linked Open Data とは、「Linked Data」を誰にでも利用できる形（オープン）で公開
したものである。この Linked Data とは、「構造化されたデータを Web 上で相互にリンク
づけして、それらを公開できる一連のしくみを提供する実践的方法である。」[8]  別々の主
体が作った様々なテーマのデータが Web 上でつながり、新しい知識を生むことができる。
Linked Data で公開されたデータは世界中で増え続けており、State of the LOD Cloud[9]
によると 2011 年 9 月 19 日時点で、表 1 のように 295 データセットが公開されている。ま
た、これを図示したものが図 3 であり、多くのデータセットのつながりがわかる。この図
は「LOD cloud diagram」と呼ばれる。 






図 3 LOD cloud diagram 
引用元：http://lod-cloud.net/versions/2011-09-19/lod-cloud_colored.html 
 






























図 4 色分けしないタグ 
 一方、図 5 のようにタグに色を付け、「青」が建物を表すという共通理解があれば、この
タグは建物としての神奈川県庁を表しているということが理解できる。 
 















2.5. Web 上の郷土学習資料の利用性向上 
 以上述べたように、本研究では図 6 のように情報を蓄積する。まず、図 6 中央のように




図 6 情報蓄積の構成 
 






















































































3). 地域情報を Linked Open Data で公開しているもの 
 「Linked Open Data による博物館情報および地域情報の連携活用」[16]では、博物館情
報 LOD（LODAC Museum）が持つ所蔵品リストなどのデータと、横浜市芸術文化振興財
団が公表しているアートに関連したイベント情報という異なる 2 つのデータを、Linked 
Open Data として連携させ、公開している。そしてこのデータを用いて、「Yokohama Art 
Spot」というアプリケーションを開発している。異なる 2 つの Linked Open Data の特徴
が融合されることで、情報提供内容に相乗効果が生まれている。 
 「スマートフォンアプリへの SPARQL による動的検索機能の実装」[17]では、鯖江市の
関連データを地図上に表示する「さばえぶらり」について述べられている。ここでは 7 種
















4)Linked Open Data公開機能の 4つに分けられる。以降、それぞれの詳細について述べる。 
 
1). アノテーション機能 




ことが出来る。アノテーションされた画面例を図 9 に示す。 この操作方法は多くのツール
でも用いられている。 
 








図 10 本研究でのアノテーション画面例 
 




なり、HTML の id 属性は利用できない。このような条件下でタグを識別する先行事例とし
て、「Open Annotation」と「EPUB Canonical Fragment Identifier（epubcfi）」を調査し、
本研究での方式を検討した。 
 様々なデバイスやコンテンツへの共通のアノテーション手法を提案した規格に W3C に
よる「Open Annotation」がある[18]。「Open Annotation Data Model Module: Specifiers 
and Specific Resources」が、2013 年に W3C より「W3C Community Draft」が公表され
















次に、EPUB 形式のコンテンツ内の位置を一意に特定する規格に「EPUB Canonical 
Fragment Identifier（epubcfi）」がある[20]。International Digital Publishing Forum（idpf）
により 2011 年に「Draft Specification」が公開されている。EPUBCFI では図 13 のよう
に位置を識別している。図 13 の①は EPUB ドキュメントのファイルを表す。②は EPUB
ドキュメントを構成するファイルのうちの位置を特定するコンテンツファイルを表す。③
はコンテンツファイル中の任意の位置を表している。「/」のよりドキュメント内の階層を表













 このツールで付与した識別子の例を図 14 に示す。本来では 1 行で記載するものであるが















図 14 本研究での位置識別 
①  ② 
②（つづき） 
図 13 epubcfi での位置識別 





報の内容は、図 15 のように分類した。以下、それぞれの詳細を述べる。 
 
 




































別しやすいように各タグ種類のライフサイクルを統一して 4 つに分割し、表 2 のように統
制語を作成した。 





















人物 組織 建物 場所 道具 移動手段 イベント
・幼少期 ・設立した時期 ・建設計画の時期 ・注目されていない時期 ・発明された時期 ・開発された時期 ・計画された時期
・青年 ・成長した時期 ・建設している時期 ・知られてきた時期 ・使われ始めた時期 ・使われ始めた時期 ・開始時期
・壮年 ・安定した時期 ・使用している時期 ・利用されている時期 ・普及した時期 ・普及した時期 ・開催中














などである。この項目は、表 4 のようにリストアップした。 






これについてはタグ種類で共通の定義とし、表 5 のようにした。 
























人物 組織 建物 場所 道具 移動手段 イベント
地図で表現する ・住所・ゆかりの地
・本拠地
・ゆかりの地 ・住所 ・中心地点 ・発祥地 ・移動区間 ・開催地







る広さ、間取りなどである。これらの項目は表 6 のようにリストアップした。 










表 7 タグ関連情報におけるコンテキスト情報に影響を受ける項目・受けない項目 
 
 




4). Linked Open Data 公開機能 
 タグのコンテキスト情報およびタグ関連情報は Linked Open Data として公開する。こ
のために SPARQL Endpoint を構成するものとした。インターネットから誰でも利用可能
な状態とし、世界中のアプリケーション開発者が自由にデータを取得できるものとした。 
 































人物 組織 建物 場所 道具 移動手段 イベント
地図で表現する ・住所・ゆかりの地
・本拠地








































































リケーション開発者が挙げられる。全体像を表 8 に示す。 


























タグ種類マスターテーブルには、あらかじめ決めた 7 種類を登録した。 
 
3.4. Linked Open Data 化におけるデータ構造の設計 
 タグのコンテキスト情報およびタグ関連情報を公開するに際しては Linked Open Data
を用いる。そのため RDF のメタデータスキーマの設計を行った。本設計で作成した RDF
のメタデータスキーマのグラフを付録 2 に付けた。 
 アプリケーション開発者の利用しやすさを考慮して、タグ関連情報のトリプルを中心と
し設計を行った。図 17 の太線が表すトリプルを中心とし、主語の rdf:type、owl:sameAs
タグ情報 コンテキスト情報












を定義した。owl:sameAs が表すリソースは、タグが表す実体の Wikipedia ページが対応す
る DBpedia[23]のリソースを定義した。 
 




































 「N-Quads」は W3C により 2013 年に「Candidate Recommendation」が公開された仕
様である[24]。図 19 の上段の文の例で示したように、RDF トリプルの主語、述語、目的

































<http://purl.org/net/kyozailod/002> <http://xmlns.com/foaf/0.1/familyName>  
“木下” < http://purl.org/net/kyozailod/graph1> . 
 
< http://purl.org/net/kyozailod/graph1> <http://purl.org/dc/terms/created>  
“2013-12-20” < http://purl.org/net/kyozailod/graph2> . 





されない項目がある。これを表現するため、図 21 に示したように、rdf:Property クラスを

























図 22 ログイン画面 
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図 23 先生向け操作画面 
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図 24 地元の人・団体向け操作画面 
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り、公開されたデータを自由に活用することができる。図 26 左の SPARQL Endpoint 画











ふるさとマーカーのシステム構成は図 27 の通りである。 
 
図 27 ふるさとマーカーのシステム構成 
 













ウェアとしては MySQL を利用した。そして、SPARQL Endpoint 機能を持ち、ソフトウェ






て、Linked Open Data で公開する際のメタデータスキーマを定義した。MetaBridge は
Web にて公開された情報であるため、利用者は自由に閲覧することが可能である。
MetaBridge に登録した語彙定義および記述規則を付録 3 に付けた。 
 








『わたしたちの神奈川県』のトップページを図 28 に示す。 
 





















 SPARQL Endpoint に対してクエリを投げ、データの抽出を行った。利用したクエリは図 




図 29 データ抽出クエリ(1) 
 
表 9 データ抽出結果(1) 






































PREFIX klcterms: <http://purl.org/net/kyozailod/context/terms#> 
PREFIX rdfs: <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#> 
PREFIX rdf: <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> 




   ?index rdfs:label "二宮尊徳" . 
   ?index a klterms:Index . 
   ?index klterms:topicOfPerson ?person . 
   ?person ?predicate ?object . 
 
   ?context a klcterms:Context . 
   ?context rdf:subject ?person . 
   ?context rdf:predicate ?predicate . 
   ?context rdf:object ?object . 
 
   ?context klcterms:referencedTag ?tag . 
   ?tag klcterms:periodOfLifeCycle ?lifecycle . 
   ?lifecycle klcterms:from ?lifecyclefrom . 
 
           FILTER(?predicate = "http://xmlns.com/foaf/0.1/firstName" 
|| ?predicate = "http://xmlns.com/foaf/0.1/familyName") 
 




 表 9 の上 2 行は A のタグ（http://purl.org/net/kyozailod/context/TAG00046）を表して
おり、下 2 行は B のタグ（http://purl.org/net/kyozailod/context/TAG00047）を表してい
る。ここで「predicate」が「http://xmlns.com/foaf/0.1/firstName」の行同士で比較すると、
A のタグは「金次郎」であり、一方の B のタグは「尊徳」である。タグの主観的な時間軸
により蓄積された値に違いが出ていることが分かる。 
 もう一例を試した。『わたしたちの神奈川県』の「3 章 神奈川県をもっと知ろう 4.神奈
川県ゆかりの人」には、江戸幕府が開国したという状況で「今まで小さな村にすぎなかっ
た横浜に港やまちがつくられ，外国人も住むようになりました。」という文がある。一方「４
章 これからのくらしを考えよう 1.環境を守る」には、「横浜市では「横浜Ｇ30 プラン」
という計画をつくり，ふえ続けていたごみの量を，2010 年度(平成 22 年度)に，2001 年度(平
成 13 年度)にくらべて 30 パーセントへらすという目標を立て，会社や学校などみんなで協
力してごみをへらしてきました。」という文がある。それぞれの「横浜」の単語にアノテー
ションし、タグ関連情報の登録を行った。 




 SPARQL Endpoint に対してクエリを投げ、データの抽出を行った。利用したクエリは図 




図 30 データ抽出クエリ(2) 
 
表 10 データ抽出結果(2) 
tag centuries
_from 































PREFIX klcterms: <http://purl.org/net/kyozailod/context/terms#> 
PREFIX rdfs: <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#> 
PREFIX rdf: <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> 




   ?index rdfs:label "横浜" . 
   ?index a klterms:Index . 
   ?index klterms:topicOfPlace ?place . 
   ?place ?predicate ?object . 
 
   ?object dcterms:isPartOf ?resource . 
   ?resource dc:title ?title . 
   ?object klterms:startingPage ?startingpage . 
   ?object klterms:endingPage ?endingpage . 
   ?object dcterms:description ?description . 
 
   ?context a klcterms:Context . 
   ?context rdf:subject ?place . 
   ?context rdf:predicate ?predicate . 
   ?context rdf:object ?object . 
 
   ?context klcterms:referencedTag ?tag . 
   ?tag klcterms:centuries ?centuries . 
   ?centuries klcterms:from ?centuries_from . 
   ?tag klcterms:term ?term . 
   ?term klcterms:categoryOfTerm ?term_category . 
 
           FILTER(?predicate =  
"http://purl.org/net/kyozailod/terms#relatedDocument") 




 表 10 の上 2 行は A のタグ（http://purl.org/net/kyozailod/context/TAG00048）を表して











SPARQL Endpoint に対してクエリを投げ、データの抽出を行った。利用したクエリは図 




図 31 データ抽出クエリ(3) 
 
表 11 データ抽出結果(3) 























PREFIX klcterms: <http://purl.org/net/kyozailod/context/terms#> 
PREFIX rdfs: <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#> 
PREFIX rdf: <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> 




   ?index a klterms:Index . 
   ?index rdfs:label ?index_label . 
   ?index klterms:topicOfTransportation ?trans . 
   ?trans ?predicate ?object . 
 
   ?context a klcterms:Context . 
   ?context rdf:subject ?person . 
   ?context rdf:predicate ?predicate . 
   ?context rdf:object ?object . 
 
   ?context klcterms:referencedTag ?tag . 
   ?tag klcterms:periodOfLifeCycle ?lifecycle . 
   ?lifecycle klcterms:from ?lifecyclefrom . 
 
           FILTER(?index_label = "東海道線" || ?index_label = "横須賀線" 
|| ?index_label = "南武線") 
           FILTER(?lifecyclefrom = 
"http://purl.org/net/kyozailod/context/periodOfBeingInvented") 
           FILTER(?predicate = 
"http://purl.org/net/kyozailod/terms#locationOfStartingPoint"  
|| ?predicate = 
"http://purl.org/net/kyozailod/terms#locationOfArrivalPoint") 
 
   OPTIONAL{?object rdfs:label ?object_label} 
 } 
} 

























































 2.3 節で、Linked Open Data は、異なったデータセット間でデータをつないで、知識を
広げることができると述べた。これを行うにあたり、それぞれのデータを個別につないで
いては非効率であり、中心となる「ハブ」の役割を担うデータが必要である。図 3 の LOD 
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付録 3 MetaBridge の定義 
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※記述規則についてはタグ種類の 7 つについて定義したが、ここでは人物（Person）につ
いてのみ記載する。 
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